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要 旨   

 

アルコール摂取および有害・危険な飲酒は、世界の疾病負担に大きく寄与してお

り、世界全体で年間約 300万人の死亡原因となっている。医療従事者はストレスの

多い職場環境のため、身体的・精神的健康問題、特にアルコール使用障害を発症す

るリスクが高い。 医療従事者におけるアルコール使用障害は、仕事の生産性やパフ

ォーマンスの低下、関連する健康障害や認知機能障害と関連しているため懸念され

る。したがって、本レビューは医療従事者におけるアルコール使用障害の有病率と

関連要因に関するエビデンスを収集することを目的とした。その結果、医療従事者

におけるアルコール使用障害の有病率が高いことが明らかになり、COVID-19パン

デミック中に悪化していた。さらに、低・中所得国で実施された研究が著しく不足

していることが判明した。 これらの問題に対処するためには、緊急の介入と支援シ

ステムが必要である。個人および組織的要因を考慮した包括的アプローチと、エビ

デンスに基づく介入、研修、支援プログラムを組み合わせることで、医療従事者の

ウェルビーイングを促進し、患者ケアの質を向上させることができる。 アルコール

使用スクリーニング、予防的介入、治療的介入を、プライマリヘルスケアおよび精

神科サービスと統合することが不可欠である。これにより、早期診断と予防的・治

療的措置のタイムリーな開始が確保され、機会損失のリスクを低減できる。 さら

に、医療従事者に対して効果的な人的資源管理サービスを提供することは、彼らの

ウェルビーイングを大幅に高め、アルコール使用障害の予防に役立つだろう。 
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